25-6ポリマーフロンティア21（オンライン開催）
高分子材料が切り拓く次世代モビリティの可能性

高分子材料はその多様な特性から、EV（電気自動車）、FCV（燃料電池車）を含む次世代モビリティにおいて重要な役割を果たしています。これらには、用途に応じた電気特性や難燃性を持つ高分子材料が求められ、金属代替としての更なる軽量化、高強度化、長寿命化の面も注目されています。特に、現在注目されている宇宙環境では耐放射線性や耐寒耐熱性、不燃性といった課題が浮上しています。本講演会では、次世代モビリティにおける高分子材料の最新の研究・開発動向について、企業やアカデミアの研究者の方々からご紹介いただきます。

主　催　　高分子学会　行事委員会
協　賛　　
[bookmark: OLE_LINK1]日　時　　2026年3月6日(金)　10:20－17:00

プログラム
＜10:20～11:10＞
１．電動車における軽量化/低CO2化の動向と取り組み
（日産自動車） 海野 春生
電動車を取り巻く環境及び最新の車両質量/法規動向と、カーボンニュートラル/製品魅力の両立にむけた軽量化/低CO2化の課題及び取り組みについて紹介する。
＜11:10～12:00＞
２．高熱伝導絶縁材料
	（工学院大学） 伊藤 雄三
[bookmark: _Hlk213671700]絶縁材料の高熱伝導化には、マトリックスとして用いられる高分子自身の高熱伝導化が必須である。本講演では、エポキシ系高熱伝導高分子の化学構造と熱伝導率の関係、高分子の高熱伝導化の可能性と限界についても述べる。
＜13:20～14:10＞
３．材料メーカーに求められる上流設計思考 ― 空のモビリティと法制度対応
（東京大学） 五十嵐 広希
ドローンや次世代航空機などの空のモビリティ実現には、材料選定段階から法制度や国の安全認証要件を見据えた上流設計が重要である。OEM要求の後追いにとどまらず、標準化やルール形成に主体的に関与する材料メーカーの役割について紹介する。
[bookmark: _Hlk110950498]＜14:10～15:00＞
４．超軽量吸音・遮音材料技術
	（名古屋大学） 上野 智永
密度10mg/cm3以下の超軽量材料領域の機能開拓をする中で、優れた吸音・遮音性能を見出してきた。本講演では、超軽量吸音・遮音材料技術を紹介する共に、航空宇宙領域での活用可能性について紹介する。
[bookmark: _Hlk110950584]＜15:20～16:10＞
５．コンプライアントメカニズムを用いた月面探査車部材の改良	
（三菱ケミカル） 小川 直記
素材のしなやかさで動きを生み出すコンプライアントメカニズムの設計概念を月面探査車YAOKIの部材に適用し、重量増加を抑えた耐衝撃性改良を行った。本講演では、この設計の概要と経過について紹介する。
[bookmark: _Hlk110950983]＜16:10～17:00＞
６．宇宙で利用されている高分子材料のニーズと課題、そして今後の展開について	
（JAXA） 宮崎 英治
ロケット、人工衛星、探査機、宇宙ステーションなどの宇宙機では、様々な高分子材料が用いられている。前半は、高分子材料が必要とされる理由、求められる機能・性能と課題を、後半は今後の展望を紹介する。
